
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。
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福祉センターにおいて、

育児教室（ひなまつり会）開催。

親子で楽しみながら子供への関わりや、

遊びの体験をしました。



平成17年３月１日（２）

「道志村の合併についての意思を問う住民投票条例」によって、２月20日、都留

市との合併の賛否を問う住民投票が実施され、開票の結果は、次のとおりとなりまし

た。

この結果を受け、条例で示された「住民投票の結果について、賛成票が名簿登録者

数の半数を超えない場合は、道志村と都留市との合併は終結するものとする。」要件

に該当したため合併論議は終結され、当面単独での行政運営を進めていくことになり

ました。

住民投票の結果について

住民投票結果は次のとおりです
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道志村の行政改革本格化

（３）

村は2月20日の合併に係る住民投票の結果を受けて、単独での自立に向けた村づくりを本

格的にスタートします。

今後予想される厳しい財政状況を踏まえて、どのような行財政運営が可能なのか、住民との

協働の村づくりを推進するためにはどのような行政改革が必要なのか、これらを明らかにした

自立計画を策定して行政改革を進めていく方針です。

昨年12月、合併協議会が解散した後、行政改革を主課題とした自立計画の策定を図るため、

道志村行政改革推進委員会を二度にわたり開催し協議を進めていましたが、住民投票の結果を

見定める事で一時中断していました。

村は今回の合併の終結を受けて、自立に向けた村づくりを本格的に開始するため、３月中に

も行政改革推進委員会を再開し、抜本的行政改革へ着手する予定です。

●委員任命　10名

●会議

１　委員会規定及びこれまでの行政改革の報告

２　今後の進め方について協議

・計画策定要領

・策定体制と流れ

・策定スケジュール

・計画構成の概要

◎　出羽　幸男

○　大田　昌博

水越　正幸

蓬莱　恵子

渡辺　和貴

山口　正信　

佐藤　孝昭

佐藤　享子

佐藤　一仁

出羽　茂雄

※　◎会長

○会長代理

1/18 第1回委員会協議概要

●道志村計画 (素々案) の概要協議

１　国等の取組み ……………………………………………………………………三位一体改革等

２　道志村の現状と今後の見通し ……………………………………財政状況、財政見通し等

３　道志村新行財政改革大綱
・行政経費の削減目標………………………………………………………人件費等の削減目標

・住民負担の検討…………………………………………………………………使用料等の検討

４　これからの村づくり
・自立の村づくり………………………………………………………過疎計画等の具体的計画

・行政評価………………………………………………………………………………導入の検討

・財政改革……………………………………………諸経費等削減、起債管理、自主財源検討

・組織機構改革………………………………………………………………………組織の集約等

・事務改善……………………………………………………………………………事務の見直し

・定員管理計画…………………………………………………………………定員適正化計画等

５　今後の課題と進め方

2/1 第2回委員会協議概要

道志村行政改革推進委員



平
成
十
七
年
一
月
二
十
八
日
に
次
の

方
々
が
道
志
村
エ
コ
の
郷
推
進
委
員
に
委

嘱
さ
れ
、
道
志
村
エ
コ
の
郷
推
進
協
議
会

が
発
足
し
ま
し
た
。

エ
コ
と
は
一
言
で
言
う
と
「
環
境
に
や

さ
し
い
」
と
い
う
意
味
で
、
エ
コ
の
郷
と

は
「
自
然
と
生
産
と
生
活
が
共
に
満
た
さ

平成17年３月１日（４）

道
志
村
エ
コ
の
郷
推
進
協
議
会
が

発
足
し
ま
し
た

れ
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
す
ば
ら
し
い
郷

（
道
志
村
）」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
推

進
・
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
会
の
目

的
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
き
な
目
標

で
あ
り
、
ま
た
漠
然
と
し
た
も
の
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
は
容

易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ

模
索
し
な
が
ら
の
実
践
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
方
々
に
ご
協

力
を
賜
る
こ
と
が
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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一定の年齢にある高齢の方が医療を受けたときの自己負担額に関する助成制度に

ついて、来年度から対象となる方の要件が次のように変わります。

道志村内に住所のある方で医療保険に

加入している方のうち、

①68・69歳の方

②65～67歳のひとりぐらしの方

道志村内に１親等の血族及び

配偶者のいない方

で、所得が一定の基準額以下の方。

（老人保健で医療を受けられる方は

除きます。）

平成17年3月31日まで
〈現行制度〉

道志村内に住所のある方で医療保険に

加入している方のうち、68・69歳の

方で、同じ世帯の全員が市町村民税非

課税の方。

（老人保健で医療を受けられる方は

除きます。）

平成17年４月１日から
〈新制度〉

※ただし、平成17年3月31日までに対象者と
認められ受給者証の交付を受けた方につい
ては、現行制度の要件を満たしている間は、
70歳まで助成を受けることができます。

助成の内容についてはこれまでと変更ありません。

受給者証の交付申請や助成金の請求等、窓口で受け付け

ております。

お問い合せ先
住民健康課　老人医療担当

TEL 52－2113

66668888・・・・66669999歳歳歳歳のののの方方方方のののの老老老老人人人人医医医医療療療療費費費費がががが変変変変わわわわりりりりまままますすすす



（５）

2
研修のため休診

9
研修のため休診

16
研修のため休診

23
研修のため休診

30
研修のため休診

7

最近、国内外いたるところで大規模な災害が起き、多くの犠牲者が出ています。
今回は目の前で倒れた人が出た時の救急蘇生法につき書きたいと思います。

診 療 所 だ よ り

2/27 2/28 1
午前：胃カメラ

3 4 5
午前中のみ診察

6 8
午前：胃カメラ

10
午後：乳児検診

11 12
午前中のみ診察

13 14 15
午前：胃カメラ

17

20
春分の日　

22 24
午後：幼児検診

25
午後：会議

2827 29
午前：胃カメラ

31 4/1 4/2
午前中のみ診察

３月の予定

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月初めには保険証の提出をお願いします。

21
振替休日　

18 19
午前中のみ診察

26
午前中のみ診察　

目の前で急に人が倒れ、その人を助ける（救命率を高める）には次の「救命のための鎖」が効果的に機能しなければ

なりません。

それは、１, 迅速な連絡(119番） ２, 迅速な一次救命処置(心配蘇生法） ３, 迅速な除細動(救急隊） ４, 迅速な二

次救命処置(医療機関) です。村民の皆さんには救急車を呼ぶための「迅速な連絡」と救急車が来るまでの「迅速な一

次救命処置（バイスタンダーCPR＝その場に居合わせた人による心肺蘇生法）」をがんばっていただきたいと思います。

CPRとはCard io-Pu lmonary Resusc i tat ionの略語で心肺蘇生法のことです。人間の脳組織は4～6分で不可逆的

（元には戻らない）変化をきたすと言われており、心肺蘇生法は心臓と肺の機能を他動的に維持させ脳の機能を維持、

回復させることが目的です。

手順は以下の通りです。

１．傷病者へ呼びかけ（○○さん、わかりますか？）をし、意識の確認をします。

２．意識がなければ（反応がなければ）直ちに助けを求めます。（119番、救急車の要請）

３．呼吸をしているかの確認をして、気道（空気の通り道）の確保をします。気道の確認は明らかなけががなければ首

を後ろに顎を引き上げるようにします。けががあるようなら首を動かさないようにします。

４．呼吸をしていないようなら、人工呼吸（口と口）で息を（1回吹き込みに2秒かけ）2回吹き込みます（小児は1.5

秒です）

５．息を2回吹き込んでも呼吸が再開せず、咳き込みや体の動きがないようなら心臓マッサージを開始します。

心臓マッサージは乳首と乳首を結ぶ線の中心の約1cm下の

部位を大人なら手2本で、1才から8才の小児では手1本で、

1才以下なら指2本で垂直に大人なら3.5～5cm沈むように、

小児なら胸の厚さの1/3沈むように押します。押すリズムは

大人、小児（1才以上）なら1分100回のペース、1才以下

の小児なら1分100回以上のペースです。

６．救急車が到着するまで心臓マッサージと人工呼吸を最初は1

分後、その後は数分毎に状態を評価、観察しながら交互に

くり返します。

大人では心臓マッサージ15回後人工呼吸2回の割合、

小児では心臓マッサージ5回後人工呼吸1回の割合です。

以上参考にしていただきたいと思いますが、実際の現場でで

きるように人形などで練習してみたい方は消防署に相談したい

と思いますので診療所まで気軽に連絡をお願いします。

農業者の高齢化による耕作放棄地の増加を防ぐ為、また農作業の簡素化や農作業時の事故

防止の為、農作業ヘルパーの募集を行います。主な作業としましては、トラクターによる耕

運等になります。トラクター等の扱いができる方で希望される方は産業観光課農政担当まで

連絡お願いします。

また、農作業ヘルパーの利用につきましては、掛かった経費の半額を補助（県からの補助

金）することができますので、農業をやりたいけど耕作するのが大変等、お困りの方は積極

的に農作業ヘルパーをご活用ください。

産業観光課　農政担当

TEL 52－2115

農農農農作作作作業業業業ヘヘヘヘルルルルパパパパーーーーのののの募募募募集集集集ににににつつつついいいいてててて


